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〇はじめに 

 兵庫県介護支援専門員更新研修 B・再研修は、厚生労働省が定める「介護支援専

門員更新研修実施要綱及び再研修実施要綱」に基づき、５４時間の研修の受講に

より修了を認めている。 

 新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止の観点から、令和２年度更新研修 B・

再研修は、カリキュラムを変更し、一部科目は課題を福祉人材研修センター(以下、

「研修センター」)へ提出することにより、兵庫県介護支援専門員研修修了認定基準

要領に基づいた評価を行い、履修を認めることとする。 

 

〇研修カリキュラムの変更と課題 

１． 研修カリキュラムの変更概要 

 当初のカリキュラム 変更後のカリキュラム 

１
日
目 

介護保険制度の理念・現状及びケアマネジメント 

【講義３時間】 
課題提出による履修 

ケアマネジメントに係る法令等の理解【講義２時間】 課題提出による履修 

介護支援専門員に求められるマネジメント（チームマ

ネジメント）【講義２時間】 
課題提出による履修 

２
日
目 

自立支援のためのケアマネジメントの基本 

【講義６時間】 
課題提出による履修 

人格の尊重及び権利擁護並びに介護支援専門員の

倫理《前半》【講義１時間】 
課題提出による履修 

３
日
目 

人格の尊重及び権利擁護並びに介護支援専門員の

倫理《後半》【講義１時間】 

ケアマネジメントに必要な医療との連携及び多職種

協働の意義【講義３時間】 
課題提出による履修 

地域包括ケアシステム及び社会資源【講義３時間】 課題提出による履修 

４
日
目 

ケアマネジメントの展開 

・基礎理解(講義)【1時間】 
課題提出による履修 

ケアマネジメントの展開 

・看取り(講義)【2時間】 
６日目に実施 

ケアマネジメントの展開 

・認知症(講義)【2時間】 
５日目に実施 
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 当初のカリキュラム 変更後のカリキュラム 

５
日
目 

ケアマネジメントの展開 

・基礎理解(演習)【２時間】 

予定通り実施【２時間】 

― 
ケアマネジメントの展開 

・認知症(講義)【2時間】 

ケアマネジメントの展開 

・認知症(演習)【３時間】 

予定通り実施【３時間】 

６
日
目 

― 
ケアマネジメントの展開 

・看取り(講義)【2時間】 

ケアマネジメントの展開 

・看取り(演習)【３時間】 

予定通り実施【３時間】 

７
日
目 

ケアマネジメントの展開 

・脳血管疾患(講義)【２時間】 

課題提出による履修 

ケアマネジメントの展開 

・内臓の機能不全(講義)【２時間】 

８日目に実施 

ケアマネジメントの展開 

・筋骨格系疾患及び廃用症候群 

(講義)【２時間】 

８日目に実施 

８
日
目 

― 
ケアマネジメントの展開 

・内臓の機能不全(講義)【2時間】 

ケアマネジメントの展開 

・内臓の機能不全(演習)【３時間】 

予定通り実施【３時間】 

― 

ケアマネジメントの展開 

・筋骨格系疾患及び廃用症候群 

(講義)【２時間】 

ケアマネジメントの展開 

・筋骨格系疾患及び廃用症候群 

(演習)【３時間】 

９日目に実施 

９
日
目 

― 

ケアマネジメントの展開 

・筋骨格系疾患及び廃用症候群 

(演習)【３時間】 

ケアマネジメントの展開 

・脳血管疾患(演習)【３時間】 

予定通り実施【３時間】 
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 当初のカリキュラム 変更後のカリキュラム 

１
０
日
目 

総合演習【５時間】 予定通り実施【５時間】 

 

 

２． 課題 

（１） １～３日目  ※【 】内はメール提出時の科目名 

科目 課題 

介護保険制度の理念・現状及び

ケアマネジメント 

 

【介護保険制度】 

介護保険法１条（法の目的）には、「利用者の有

する能力に応じた自立と尊厳の保持」が明記さ

れています。実務研修テキスト（上巻）の第１章

や講義テキストなどを参照の上、「能力に応じ

た自立」を支え、「尊厳を保持」するための実践

とはどうあるべきかまとめて下さい。（1,800

字程度） 

ケアマネジメントに係る法令等

の理解 

 

【法令理解】 

実務研修テキスト（上巻）の第１１章や講義テキ

ストなどを参照の上、利用者の個人情報を保護

する観点から、あなたが介護支援専門員として

実務につく場合、どのようなことに気をつけて

業務を進めるか、具体的な留意点をまとめて下

さい。（1,200字程度） 

介護支援専門員に求められるマ

ネジメント（チームマネジメント） 

 

【マネジメント】 

実務研修テキスト（上巻）の第８章や講義テキス

トなどを参照の上、介護支援専門員が多職種と

連携して「チーム」として支援をすすめるために、

どのような「視点」を持ち、「役割」を担うべき

か、考えをまとめて下さい。（1,200字程度） 

自立支援のためのケアマネジメ

ントの基本 

 

【自立支援】 

実務研修テキスト（上巻）P７４～７５や講義テキ

ストなどを参照の上、介護支援専門員に求めら

れる５つの機能をそれぞれ説明してください。

（2,800字程度） 

人格の尊重及び権利擁護並び

に介護支援専門員の倫理 

 

【倫理】 

介護保険法第６９条の３４～３７を確認し、実務

研修テキスト（上巻）の第４章や講義テキストな

どを参照の上、介護支援専門員の基本姿勢に

ついてまとめてください。（1,200字程度） 

３ 



科目 課題 

ケアマネジメントに必要な医療

との連携及び多職種協働の意

義 

【医療連携】 

実務研修テキスト（上巻）の第１０章や講義テキ

ストなどを参照の上、医療における多職種と協

働するうえでの、介護支援専門員の「視点」と

「役割」を具体的にまとめて下さい。（1,200字

程度） 

地域包括ケアシステム及び社会

資源 

 

【社会資源】 

実務研修テキスト（上巻）の第９章や講義テキス

トなどを参照の上、地域包括ケアシステムの構

築が各地で進められている中で、介護支援専

門員としてどのような役割を果たしていくこと

が必要だと思うか、考えをまとめて下さい。

（1,200字程度） 

 

（２） ４日目・７日目：ケアマネジメントの展開 ※【 】内はメール提出時の科目名 

科目 課題（レポートテーマ） 

４日目：基礎理解 

 

【基礎理解】 

実務研修テキスト（下巻）P３９～６９を参照の

上、高齢者が地域で生活を続けるために～地

域包括ケアシステムにおけるケアマネジャーの

役割とケアマネジャーが高齢者を支援するため

に大切なこと（高齢者にみられる生理・心理・生

活環境の関係性を中心に）をまとめて下さい。

（１，２００字程度） 

７日目：脳血管疾患 

 

【脳血管疾患】 

実務研修テキスト（下巻）P７１～１２６・１５０を

参照の上、「脳血管疾患」による後遺症、とりわ

け神経障害について調べ、代表的な障害を挙

げ、まとめて下さい。（1,200字程度） 

 

（３） 課題提出の要領 

１） 研修センターホームページ（ https://hfkensyu.com/ ）より専用 

の原稿用紙(Word)をダウンロードし、下記のように作成します。 
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https://hfkensyu.com/


 

２） 提出の方法：Wordのまま保存し、ファイル名を「科目・受講番号・氏名」と

して、下記アドレスまで課題を添付し、電子メールにて送付してください。 

※ ファイル名の例：基礎理解３３３兵庫太郎 

 

   送付先アドレス：bsaiken@hyogo-wel.or.jp 

 

３） 提出の締め切り： 

８月研修の受講生（全てのレポート）⇒令和２年８月１１日（火）必着 

 

   ※ 期日厳守（提出がない場合は科目未履修となり、研修を修了でき

ません） 

   ※ パソコン等による電子メール送付が困難な場合、紙面（手書きの場

合、市販の原稿用紙を用いることもできます）で郵送による送付を

お願いします。 

      【送付先】  

        〒650-0004  神戸市中央区中山手通 7-28-33 

        兵庫県福祉人材研修センター 研修第２部 宛て 

 

４） メールでの送信者には、研修センターからメール到着確認メールを自

動送信します。 
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mailto:bsaiken@hyogo-wel.or.jp

